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議事

１. エリアプラットフォームについて

２. 未来ビジョン（概案） ※別紙参照

３. R6社会実験（案）について

４. 今後のスケジュールについて



１．エリアプラットフォームについて 1

緑道
ワークス

◆（仮称）買物公園エリアプラットフォーム

【⽬的】
買物公園エリアの未来ビジョンを策定し，ビジョン実現に向けた取組

を共有し，エリアの魅⼒や価値の向上を⽬指す。
【役割】

・未来ビジョンの策定
・ビジョン実現に向けたエリアの魅⼒や価値を⾼めるための情報共有
・⼀体感のあるエリアの創出（情報の⼀括発信等）

【体制】
・事務局は当⾯，旭川市が担うが，活動していく中での組織体制の

アップデートも検討
【取組内容】

◎買物公園エリプラ会議の開催
・エリアの取組などの情報や現状の課題を共有し，事業者間で協⼒・

連携できることなどの検討（社会実験ゾーンの活⽤⽅法検討）
・エリア情報の⼀括発信についての検討（初動は現⾏発信⽅法で）
◎プロジェクト事業の検討・協議・⽀援
・ビジョン実現に向けた取組の共有

⇒来街促進・滞在機能向上（⽬的づくり）
⇒回遊促進

※エリプラ⾃体は基本的に事業主体にならないが，エリプラ内で
共同実施する事業は，プロジェクト制で実施
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１．エリアプラットフォームについて 2

【初動期】
・ゆるやかに連携する「場」として，主に情報共有を

⽬的に，エリアプラットフォームとしての活動を
始めます。

・エリアプラットフォームのメンバー間での情報共有
を通じて，お互い（メンバー）のことや得意なこと
等を共有していきます。

【成⻑期】
・メンバー間での情報共有を活発化させ，エリアプ

ラットフォームとしての⼩さなアクションを試⾏
していくための「チーム」づくりを⾏い，エリア
プラットフォームとしての実⾏⼒を培っていきます。

ex)⾃⾛化できる組織（⼈的・経済的）
【成熟期】
・将来的には，メンバーによる様々な連携によって

エリア価値向上をより推進させるため，組織の
アップデートを⽬指します。

ex)都市再⽣推進法⼈など

〜未来ビジョンを実現していくために、取組を推進する組織をつくります〜

初動期 成長期 成熟期

スモールスタート
でできることか
ら始める！

メンバー間の連
携による新たな
取組の創出！

情報共有できる
「場」づくり

エリア全体の価
値向上につなげ

ていく！

アクションを行う
「チーム」づくり

主体となって
活動する

「組織」づくり



２. 未来ビジョン（概案） ※別紙参照 3



○利⽤⽅法（道路の使⽤）に関すること
・｢道路｣のまま⾃由に使える空間にする
・使⽤許可申請の複雑さ，規制が多すぎる
・使⽤許可申請が簡単になる，規制を緩和することが必要

３. R6社会実験（案）について 4

○移動（モビリティ等）に関すること
・既存交通⼿段と新しいモビリティの相乗効果
・回遊性がない，南から北までが遠い
・買物公園以外で⾃転⾞が⾛⾏しやすい環境づくり
・モビリティの導⼊，季節に適した路上利⽤できると良い

○公共空間（道路空間）に関すること
・ただの道路と化している
・買物公園とデザイン創造都市の連携が必要
・イケてる空間，⽬的となる空間になると良い
・公園機能と買物機能が交差する空間
・⽇常使い，⽇中の賑わいづくりが必要

将来ありたい姿
未来ビジョン

を官⺠で描く

未来ビジョン実現に向けた取組として
R6社会実験

を旭川市が実施する
※新しい都市空間の提案として市が実施

これまでにあった公共空間等の利活⽤に関する主な意⾒

エリプラ・各団体等は
実験空間の活⽤⽅法

について検討・実施



３. R6社会実験（案）について 5

社会実験の実施内容・効果

・滞在できる空間を創る
・複数のモビリティを⾛⾏させる
※買物公園と周辺で適切なモビリティを選択

内容 狙う効果
・滞在時間増加・回遊性と移動利便性向上

〜買物公園の新しい都市空間の提案〜
・電動KBによる中⼼市街地の回遊性と移動利便性向上

レンタル④

R6社会実験 実施想定場所

市役所

駅前広場

滞在空間①

滞在空間②

滞在空間③

モビ運⾏④

○買物公園の現況(課題)について
・来街機会や⽬的が乏しい ・消費や滞在を促す機能の低下

→駅前来訪時のついでの⽴ち寄り先 →「⼈が歩いても良いと感じる距離」(300m)
→⼤型商業施設の閉店など，⽬的となる施設の減少 内での移動が多く，賑わいに広がりがない

(半径約300ｍ)

○滞在空間の設置場所について（右図①〜③）
・滞在が集中している駅前周辺にレンタルスポット及び⽬的になるような滞在空間を配置
・駅前周辺から買物公園に⼈流を引き込み，歩いても良いと感じる300mを⽬安に，北側にも滞在空間

を設置し，買物公園北エリアへの回遊を促す
 回遊性の向上（滞在空間の適切配置）
 滞在時間の増加

○モビリティ（移動利便）について（右図④）
・買物公園内を移動できるモビリティや定時運⾏する公共交通のようなモビリティ

により買物公園での移動を促す
・公道を移動できるモビリティにより中⼼市街地での移動を促す
 移動利便性向上（買物公園内は電動カート・WHILL）
 移動利便性向上（買物公園外は電動キックボード）
※買物公園内は複数乗り・1⼈乗りモビリティによる効果の変化を確認

WHILL

電動KB

電動カート



３. R6社会実験（案）について 6

各実施箇所について
○滞在空間①【１条周辺ゾーン】
【ゾーンの狙い】

・滞在が集中している駅前周辺から集客し，他の実験箇所への回遊を促す
・居⼼地が良く，滞在しやすい空間を作り，滞在時間の向上
・使いやすい空間を配置し，キッチンカー出店や⾳楽演奏等，利⽤しやすい環境をつくる

【ゾーン特徴】
・交通結節点（JR・都市間バス・路線バス等の結節点）
・商業施設等が集積（⼤型商業施設，ビジネスホテル等が⽴地し，集客⼒がある）
・都市機能と⾃然空間（河川・ガーデン）が交差

【実施内容】
・⼤型設置物，⼈⼯芝（+ピクニックシート，ミニ遊具），テーブル，イス等を配置
・バスキングエリア（ワンストップ申請で利⽤できるエリアを設定）

【ターゲット】
・市⺠，観光客（朝，⼣⽅），多様な世代（⼦育て世代（⽇中））

○滞在空間②【４条周辺ゾーン】
【ゾーンの狙い】

・周辺ワーカーの来街へのきっかけづくり，学⽣などのたまり場になる空間を作ることによる，滞在時間向上
・さんろく街と接しているゾーンの特徴を活かし，使いやすい空間を配置し，屋外バルのようなコミュニケーションが⽣まれる空間をつくる

【ゾーン特徴】
・交通結節点（路線バスの結節点）
・オフィスビル等が集積（市外企業の⽀店等が⽴地）
・「さんろく街」との接続（飲⾷店が集積）

【実施内容】
・パーゴラ，⼈⼯芝（+卓球台等），テーブル，イス等を配置
・バスキングエリア（ワンストップ申請で利⽤できるエリアを設定）

【ターゲット】
・周辺ワーカー（昼休み），学⽣（午後），サンロク来街者（夜）

「⼈が歩いても良いと感じる距離(300m)」を⽬安に買物公園内に滞在空間を適切に配置する テーブル･イス

⼤型設置物イメージ

⼈⼯芝・卓球台

「バスキングエリア」とは，⾃由にパフォーマンス
できるエリアをいい，ここでは簡単な申請で利
⽤できるエリアを⽰しています。



３. R6社会実験（案）について 7

各実施箇所について
○滞在空間③【７条緑道周辺ゾーン】
【ゾーンの狙い】

・居⼼地が良く，滞在しやすい空間を作ることによる，滞在時間の向上
・周辺店舗等と連携した，滞在空間活⽤⽅法の検討・実施
・使いやすい空間を配置し，ポップアップショップや⾳楽演奏等，利⽤しやすい環境をつくる

【ゾーン特徴】
・公共施設やシティホテルが集積
・７条緑道，ギャラリー，⽂化会館等が⽴地
・個⼈店が多く⽴地

【実施内容】
・パーゴラ，⼈⼯芝（+ポップアップショップ等），テーブル，イス等を配置
・バスキングエリア（ワンストップで利⽤できるエリアを設定）

【ターゲット】
・市⺠（ゾーン居住者），宿泊者，駅前ゾーン滞在者、来街頻度が⾼い市⺠，若者

○モビリティ④【移動利便】
【モビリティの狙い】

・徒歩移動の壁（300m）を超える移動を促すための滞在空間配置の⼯夫とモビリティによる移動⽀援による回遊性向上
・滞在空間やモビリティそのものが⽬的となることによる，来街促進
・エリア内の移動利便性の向上

【実施内容】
・モビリティレンタル（WHILL，電動キックボード）
・電動カートの運⾏（買物公園内）
※電動キックボードは買物公園外の道路を⾛⾏

【ターゲット】
・市⺠，駅前ゾーン滞在者，観光客等

電動キックボード WHILL

ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ



４. 今後のスケジュールについて

第１回
【5⽉29⽇開催】

第6回
(12⽉19⽇開催)

第5回
(10⽉23⽇開催)

第4回
（9⽉8⽇開催）

第3回
【7⽉28⽇開催】

第2回
【6⽉29⽇開催】

第8回
(3⽉中旬)

第7回
(1⽉23⽇開催)

未来ビジョンプラットフォーム 調査･分析R6社会実験時期／主な項⽬

動態調査
WEBアンケート

ヒアリング

課題抽出

対策･施策の検討
未来ビジョン素

案

ロードマップ作成

あり⽅検討会議

計画準備

あり⽅検討会議スケジュール(予定)

未来ビジョン
とりまとめ

計画書
とりまとめ

エリアプラット
フォームの構築

会議の⽬的
今後のスケジュール 策定の⽬的プラットフォームの

⽬的･役割 実験の⽬的

先進事例等の紹介
R5体験会内容提⽰

買物公園位置付け
既往の取組整理

未来ビジョン素案
確認

将来像のイメージ

エリアの区分化・
取組，現状分析

エリア分析内容提⽰
フィールドワーク報告

エリアプラット
フォーム組織構成案

既出意⾒の
ビジョン化

実験の内容①
(何をどこでするか)

取組施策
未来ビジョン概案 社会実験計画案エリアプラットフォー

ム組織 (役割等)

課題等
踏まえ

社会実験計画案

事例等の紹介
R5体験会結果報告

分析データから得た
課題への議論等

施策等の検討

エリアプラット
フォームについて

エリアプラット
フォームの役割

構成員
役割確認

エリプラ組織構築
（ 規約確認等）

施策に
反映

あり⽅検討会議
→エリプラ会議へ
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４. 今後のスケジュールについて

【未来ビジョンの取組・エリアプラットフォームの推進体制】
１. エリアプラットフォーム設⽴
２. 未来ビジョン策定
３. 社会実験計画書について

【エリプラの⽬的・役割，未来ビジョン（概案）・社会実験案】
１. エリアプラットフォームについて
２. 未来ビジョン（概案） ※別紙参照
３. R6社会実験（案）について

【未来ビジョン（素案）確認・エリアプラットフォーム組織構築】
１. エリアプラットフォームについて
２. 未来ビジョン（素案）
３. 未来ビジョンの実現に向けた社会実験案について

第６回

12月

第７回

１月

第８回
３月

未
来
ビ
ジ
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ン
概
案

エ
リ
プ
ラ
体
制

ビ
ジ
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ン
素
案
・
エ
リ
プ
ラ

規
約
・
社
会
実
験
案

R6︓社会実験の実施，エリプラ会議の開催 等

ビ
ジ
ョ
ン
・
エ
リ
プ
ラ

設
⽴
・
社
会
実
験
計
画
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・・エリアプラットフォーム組織構築（２⽉中旬）・・


